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　　　　　　　　　黄道光観測報告　　（1）

　　　　　　　　　　　　　黄道光血糊事　　　亀　　井　　i壽　　彦

　此の報告は，ブvテン第142號の高きである．荷，今までの

報告を列畢すれば，ブvSン第113號，121號，127號，141號，

142號の五回である・此等では，黄道光の幅も登表したが，除

り深い意味を持だぬ様に考へるのこ，大体に於て，幅の廣狭は

頂点の離角に比例するので，今後は賂す考である・　’en測報・告に

は凡て，精細なるスケッチが添附されてみるが，紙面の都合上

割愛する・

鶴三者．襯測地及び観測藪
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亀
北
山

観　　測　　地

島根縣濱田町

大分縣臼杵町

兵庫縣洲本町

岡山縣玉島町

東　　糸璽

132度5分

131　48

134　53

133　42
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34度54分
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34　L・）0
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観測日数
東天　　　西天

17目

8

6日

；lo
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観測番號

1．　6
77　．123

1

1一．．　16

観測報告
襯測年月日 時　刻 日出劇及

冝@渡　後
離　角 摘　　　　　　　要 齪測者

1928年
@3月19日 19時30分 1時間31分（後 62度 光度弱シ　一 佐藤

22 20　00 1　　59　〃 70 強シ　　甚冴ユ 〃

23 20　0G 1　　5S　〃 66 甚張シ　　〃　二日月没入直後 〃

4　　9 20　00 1　　45　〃 55 強シ　　〃 〃

16 20　00 1　　39　〃 56 〃　　　　　〃 〃

18 20　00 1　　｝～6　〃 56 稽弧シ　　空霞ム 〃

5　］3 20　40 2　　06　〃 55 弱ツ　　甚冴ユ 亀　井

18 20　40 2　　02　〃 55 〃　　　　　〃 〃

21 20　5⑪ 2　　10　〃 52 甚躬シ　　〃　　二日月没入後 〃

9　15 4　35 1　24（前 50 稚強シ　　〃 〃

22 4　30 1　　；｝4　〃 59 3．0×A　　〃 〃

27 4　08 1　　59　〃 72 1．5×M　　〃 〃
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2．5×M甚冴ユ

2．OxM　i1

2．0＞くM［〃

2．OxM　，1

1．5xM　，1

2．0×M二〃
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1．5　×・M　t7

1．0×LC〃　　光中二金星

LOxl，C　il　11

1．OxLCo　11
　　　　　二日月浸2．o×1メ＝）日青　　　　　　〃

　　　　　入直後
・…LC〃熱感鶏．醤電淡

2．5×LC．甚冴ユ　　〃
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　以上の報告につき，血止なる説明を加へておきたい・

　鮮角：Elongationごは，御承知の通り，太陽．ご黄道光の頂点こ

の黄経の差，郎ち，角度で表はしtz黄高光の長さである・光慶．

：Brightnes，室の暗具合Seei㎎，その他は摘要欄に一括しtこ・光度
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は，銀河の何倍こいふ風に槻測したのであって，最も光輝強き

三分の光度のみを抄記し，他の弱き部分の光度は便宜上これを

省略しすZ・省，Aは駅者座，　Mは一一角獣座は，：LC蜥蝪　セフ

エの雨座附近は，C白鳥座，を流れてみる銀河の光度を表示し

た略符である・黄道光中，或は附近に金星，木星等が現はれて

るる時は，その強き光輝は，一意に前者は勘なからす……妨

げこなるものであるから，之の意味に於てこれを記載した・

愛動Vari・七i・n一或は，消長Pulsati・n－Sは，外形Ou七一

line，光度等が，或時間内に盛衰を繰返す現象を云ふのであっ

て，その著否，緩急，度敷，有無の時日等は，全く一定してみ

ない檬である・如何なる原因による現象であるかも，まだ不明

．であるから観測上の重要性は多いご思はれる．黄道光の色は，

各観測者Sも淡白色に一致してみるから，それは略して，然ら

ざる観測ノ）場合のみを，少敷ではあるが抄記しておいtz・

　次に各襯漁者のスケッチにっき概略を併記しやう・

　幅の廣狭は頂点の離角に大体比例するごは云へ，観測者によ

b多少の差異がある・佐藤氏は知恵く擬卸し，荒木氏の記録に

も佐藤氏S同様の遍いものがあるが，雫敷以上はそれ程でもな

い，亀井の観測には雨意の最も年魚いものこ，同一程度のスケ

ヅチは殆んこなく，一体に幅狭いものが多い・

　頂点の位置の観測に於ては，佐藤氏は凡て黄道の北側に認め

られてみる，荒木，亀井爾氏の観測は，東天’Le西天この麗別を

せすに寒々に述べるS，黄道に一一一Stしてみる場合ご，南北何れ

からの側に外｝tてるるこご＼があるので，爾氏共に一定性は先

つないご云ふべきであらう・荒木氏の観測中には，塗鞘を8度

内外も外れてみるもの，及び，頂点の近くで少しまがってみる

様に見えるものこが，二，三ある．

　頂点の形朕は，大きくて田面のある場合S，小さぐ尖って

見えるこごがある・佐藤，北谷爾氏のスケッチは大体前者に囑

し，荒木氏のは晶晶の記録が昌昌敷である・亀井のは大昌昌が
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後者に屡｝してみる・

　最後に，荒木，亀井爾氏の観測中には，外形の南北何れかの

側が黄道に李行，乃至はそれに近いスケッチがあるご云ふこS

を附記しておく．

　なほ，此後観測された方は，記録を亀井宛にお逞：りして頂き

度い・

×

×

×

×

×

×

X

×

×

　上掲の’観測は，實は，課長稻葉通義氏が報告される筈であり

ましtzが，氏は二月よb兵役に服されるため，観測の整理報告

を私が代ってするやうにご，氏より囑されました・一慮は，菲

’才無能その任を全うし得難きをおそれ，固僻いナこしましたが，

遽：にお引受けいすこしましたから，會員諸氏の御後援を賜りたく

斯る上は及ぱすながら出労るだけのこzSはしtこい畳悟です・弾

くば御鞭尽せられんこごを・……平声ながらこれを以て御挨拶．

のew　Sいたします．　　　　　　（1930．2，7．）

観測部流星課

　　　　　　　　　　　　　　課長　小愼牽二郎

　　（1）　8月報図
入月に於ける概測報告者は下記の通りである．

麹測口

引
郎
郎
茂
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郎
彦
雄
秋

一一

麹
早
@
一
働
小
鍍
山
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畜
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正

孝
参
慶

損
田
邊
藤
重
島
井
山
畑

小
原
渡
佐
武
手
亀
小
幅

署符

（Ko）

（Hの
．（　XNTt）

（S　a）

CT　S）

六郎（Tm）
壽彦（K：m）

秋雄（1〈y）

正秋（Hの

親測地

　
　
　
田
　
　
杵
　
谷
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臼
　
岡

屋
市
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縣
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縣
縣
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縣
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呼
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分
分
都
野

金
大
大
島
長
大
大
京
一

時間藪

14．　5r）　m

9．9，，r）

100
570
720
；｝80

51；；

135
32e

個藪

207
2］7

　10
132
64

106
86
26
0r7

槻聾者

長嶺　末造
中藤　晴蟻
田中　鐵馬
荒木　健見
山晦　幸夫
新則見交雄
豊田　博吉
佐藤　興三
小山　茂代

署符

）
）
）
）
）
⊃
）
）
）
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k
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r
a
i
O
k
s

N
N
T
A
Y
N
T
S
K

（
r
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、
二
r
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〉
〉
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r
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観測地

軍艦古鷹
岡山市
福岡縣筥三
岡山縣玉島
大阪府龍華
新潟市
東京府矢口
小樽市線町
金　屋

時間撒

717m

3，60

240
385
210

4，0

70
｛o

個数

112・

　2－
60・

22
］．oo・

27

　7
　4
　6
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　　　藩慰鍵見ミ興15寺婁交　　7300m　　　　　　　　　宗葱驚見1則個婁交　　！245｛固

観測されナこる以上の流星を各日刑に記せば，

凝 Ko K：s Wt Sa Ts IlaTm Km K乎　り Hu Na Nk Ta Ar Ya Ni To Sk 計

』 一1 12 1苔 25
2 1ミ1 3 3 1 6 25
3 7 U 1 18
4 0 18 18

5 2 ⊥1 1 23 1 葛8

6 12 1 7 20
7 19 4 32 2 22 14 93
8 20 9 ユ9 18 76
9 22 2 24 1 4：～ 38． 5 15 19 ］69

10 21 30 ユ 60 48 9 6 19 36 12 1 243

n 11 27 ドリ
潤D・

2｛） 19 19 1 11 ⊥3 49 223
】2 181 5三 10 12 13 9 27 140
ヱ3 17 55 14 6 86
14 5 1ど1 7 2 35
15 1

｝

1

19 3

5
i

3

「 一　一

23 2 1 3｝ 1 L、
一
125 0 f

｝

26 】 1

27 8 8

28 4 5
29 7

コ

コ
ε 11

二〇 2 1 3
：，1 1 1

～ 1 1 「 P

備考8月27日の火球の親測は含でゐない．

　1・ペノvセ流星群の観測は別に天界の紙面を借りて詳細に螢表

する機を得たく思つてゐる・大体の研究は終つてゐるが，統計

酌研究を完了してゐないのでしばらく待つて戴きtこい・

　從ってこの報告はすべての点に於てペノンセ群の観測を除いて

羅いたから左襟御了承下さい．
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（2．）大流星の観測　（ペルセ群のものを除○

一 1出現時刻 縫繍 出現 点 清滅 点
虻Ro． 観測者 目付 確度一

時間～ 光度 速度 色 ハ　他
赤経 赤緯 赤鯉． 赤麗

一
｝

1 （Ts） 4 3n47m 4．o Os．5 一3．5 VR Bw々R 痕（1．2の 78．0 十16．0 79．O ．2．5験

2 （Na） 7 21　34 4．5 2．2 一4．0 s RY 痕（1．5） 319．0 一二｝2．0 287．5 h32．0

3 （Ya） 〃 〃　　〃 5．0 2．0
Vega
@　×5

1’s

ｨ・M Yw 痕 310．0 一10．0 290．0 ．24．0

4（Na） 〃 〃　44 4．5 2．4 一；1。o s W ’痕（1．2） ｝鵬6．5 一27．o ：｝G7．0 ．27．G

5 （〃） 〃 〃　45 3．5 3．2 一4．0 s w 哀（2，0） 305．0 十57．0 56．0 十57．5

6 （〃） 〃 22　7 4．5 2．2 一3．0 s B（w） 痕（1．2） 355．0 十60．0 292．0 十33。0

7 （K：o） 8 3　ユ1 3．0 2．5 一2。0 s R 痕 14．0 一2．5 25．0 ．1．0

8 （Ta） 〃 20　50 5．0 4．0
Venus

@×2
rR Bw－

xw－Ol
痕（1．5） 355．O

@　　l
十60．0 316．0 ＋42．0

9 （Ha） 9 2　　3 5．0 0．4 木 M ：B 29．0 十310 47．0 十25．0

10 （Na） ユ0 23　40 1．0 一2，0 ｝R Y 痕（0．6） 334．0 十33．0 302．O 十14．0

11　　、堰iの 〃 24 0．8 一20 ：R w 痕（0．8） 20LO 十63．0 217．0 十50。0

12

ト
r
H
a
）
、

12 0　19 5．0 0．5 一2．0 VS w 343．0 一25．0 0 一40．0

13 （Wt） 29 20　51 3．0 4．0 一3．5 M W：B 痕（2．0）長 250．0 十85．0 280．0 一10・0）

14 （Sk） ”
［

21　　5 4．0 1．0 一3．0 VS RIY 痕 2940　　　， 十36．0 312．0 ＋33．5

（，3・）　流星群の出現伏況

　月はじめの水瓶座流星群は7月の下旬よb引績いて出現する

流星群であるが，別に著しいものでは無かつtこ・筆者は7月下

句も8月上旬もこもに注意して見たが，幅野点は8月1日に一

回決定せられたのみである．一時間の出現敷は五個以上には上

らなかった様である・

　4日の早曉長野の武重氏は羊座41番星附近に幅射点を有する

一流星群を観測せられずこ・比較二大光度で，急速，白色の流星群

である点が目につく．

6日，7日，8日頃に野際カシオペヤのラ星附近より放射する流

星群が筆者によって認められtz・著しいものこも思はれWtが手

島氏も見られてるる・

　9日の針筒手島氏は赤径＝24。，赤緯＝＋100の附近に一流星

群を見られごみる・

　8日，9日には原田，田中氏によリセフエ座デ附近に一流星

群を観測されてるる。
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　　　（4．）　8月27日の大流星

　これはすでに天界12月號へ報じて置いた・其後都城（宮城縣）

に於ける一観測者はブ1ソtS：うなる如き音響を聞きたる由，和

歌山の高城氏より報告があった・高城氏の實上した事實によれ

ば：甚だ急速な流星であっナこ襟である・

　　　（5．）翻測より誘蟻されたる輻射点（ペルセ群を陰○

No’

　1

　2

　3

　4

　5

　6

　7

　8

日付

1
2
3
4
〃
〃
6
〃
鍔
㎏
8
9
〃
〃
1
0
〃

1
2
3
4
5
6
7
8
　
9

0
】
2
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5

1
1
．
鋸
1
1
1

魏測時間（工C．T．）

m
O
　
O
　O

　
　
　
　
　
　
　
O
O
O
4
0
5
5
　
　
0

3
4
1
　
　
1
1
5
1
1
3

⑳
　
3
　
4
〃
　
4
2
3
3
3
3
4
　
3
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
　
2

し
一
一
二
＝
二
一
【

0
5
0
0
0
　
9
0
0
0
3
0
5
5
9
0

3
3
4
3
3
　
1
　

1
3
4
1
1
　
1

P
2
2
3
2
〃
1
0
1
2
1
0
1
2
3
1
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
9
耐
2

輻　射　点
　　．Decl．R，　A

339，　．0

47．0

11．o’

1ユ5．0

：｝｛．0

47．0

：一｝9．　．5

3：・2．0

7．0

tt7．0

24一．0

335．0

13．0

18．0

350．0

一　IO．O

十　48．0

十　41．0

十　62．0

十　？）o．o

－1一　or7．5

十　58．0

十　57．0

十54，0

十　58．0

十　10．0

十　57．0

＋　57．r）

十　or4．0

＋　44．0

岡藪 観測者

4
2
2
4
4
9
4
’

｛
　
　
8

si（Ko）

（Ts）

41（　ii　）

（，1）

こ〃）6

（il）
，r）

（Ko）

（Ha）

（Ko）

CTa）

（Tm）

（Ta）

（Xl）

51（Tm）

51（　ii　）

備 考

水瓶座デ群

停止流星

Andromedid

停止流星

41－Arietid

アベー1）erseitid

Pe．seid　？

ラーCassiopeid1

」’一Cepheid

テ“一Cepheid

停止流星

　　　　　　　　　　　11，12月報告

十一月及十二月に於ける槻測報告看は下記の通りである・

槻　　測　　者

馬
副
造
兇
久
夫
郎
馬
夫
堂
吉

　
　臨

鷺
韓
舗

小
鉱
長
講
李
高
原
田
山
宮
豊

略符

（Ko）

（Wa）
（Na）

（Ar）

（HD
（Tk）

（Ha）
（Ta）

（Ya）

（Mz）

（To）

槻 測 地

和歌山縣有田郡金屋
東京丸ノ内ナシSナルシチー銀行内
軍鑑赤城無線室
岡山縣玉島町八幡
和歌山縣有田郡鳥屋城村
京都　市
大分市大分橋通三丁目
輻岡市外筥崎町中小路322召阿部方

大阪府下中河内郡龍華町安中
神奈川卑小田原町新玉2／381
東京府下矢口町安芳233

十一月
時間婁彙

220
6e

300
110
120
ユ40
48t．）

430
14r）

1，r）e

130

個籔

　．o，6

　4
　5
　8
　13
　9，

　31．

　26
　22
　15

　6

＋二月
時間撒

455

12t・）
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個敏
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　8・

　14

∩
ひ
7
7
琴
1

ー
ビ
0
　
噌
⊥
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0

4
ρ
0

2
ρ
0

062
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　なほこの外十一月には入高の小島氏（4個）村地氏（1個）

十二月には大阪市の吉田氏（1個）の報告があっナこ・これ等を

総計するtsr，

　＋一月では　　総槻測蒔数　2300分　　　継、観測個撒　180岡

　十二月では　　総丁丁時数　1890分　　　総擬個個数　221個

　以上の流星を各日別に記せば，

1　　籔渕者

祉C相
K：o Wa Na Ar Hi Ha Ta Mz To Y江
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｝］1月2日　　3

8

Tk

@9 4

、

1
喜
2
1

4
p
O
6
」

　44
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（1．）　観測され元る大流星

襯測 確 縄綾
且

出場黒占 臣民鮎日　付
者

出現時刻 度 時間
光度 速度 色 ＿　他 噛赤色 緯緯 赤純 赤緯 流星群

11月3日 Tk 1h　14m 4 0．5 0 R W 痕（0．4s） 1．02．0 十40．0 90．0 十51．0

ク 〃 1　57 4 0．6 ＿2．0 R W 痕 77．0 一16．0 61．0 一25．0

〃 Ar． 3　49 3 02 一2．0 M B 150．5 一16．0 156．5 ．16．0

〃 〃 4． Q9’ 2 0．2 一1．0 vR B 痕（12s） 167．5 0 171．0 一4．0

4 Na 18　29 3 1．8 一1．0 r：R Bw 23．（ ＋77．5 246．0 十73．0

10 Ko 4　48 4 1．0 一1．0 rR wY 痕（1・Os） 183．0 十49．0 209．0 ÷57．5 Leonids

14 Ha 3　7 4 0．5 一1．6 M w8 111．0 ．12．（1 125．0 ．20．0

〃 Hi 4　41 4 0．6 ＿0 R 150．0． 7．0 152．0 一18．0 Leonid9

17 Na 5　16 5 2．0 〉一5 vS Bw 痕（・・曙
185．0＋14．（｝ 199．0 一1．0

26 Mz 19　20 4 0．8 木星 R R 6．5＋52．0 358．5 十32．5

〃 〃 20　16 4 0．5 0 R B 34．0＋57．（　1

2畔3％

12　1　ITa　12

　　x7　kl　12

　　ク　H：a　2

　　il　1］LVIz　119

　　3　IAr　1　2

　　11　iil　13

　　〃　’ク　　3

　　tl　IKo　i　5

　　6　IMz　118

　11　iil　119

　e　INa　122

　13　ITa　123

　’ク　　〃　　〃

1
4
3
0
6
4
9
9
3
4
9
0
3

2
4
4
5
1
　
3
　
4
1
3
1
4

5
5
4
3
4
2
3
4
．
3
3
4
5
5

O．61－1．0　lvlR　IBw

O．2　0vvRBw痕（1・5s）

0．5　0　r：R　　痕

O．51－1．0　IM　IR

O．3＿2．O　R　　Bw　痕

O．31－1，5　lvR　IVST

O．31－1．5RBw痕
r21Q瑠→野鍛裂
0．9囮工．08R
1．Ot－3．0　IM　iO

2．61－4・．O　lvS　IRY

　o－　　　　rS　IBw1．5

　－4－O
O．81－1．0　IS　’　iBw

　　　　134．0

　　　　16i｛

　　　　132．0

　　　　80．0

　　　　160．0

　　　　164．0

　　　　18L．0

　　　　216．O

　　　　Jrs．0

　　　　140．0

痕（．s）114・0

痕（…）誉・7・・

　　　　136．

十13．01　142．0

十17．01　164．0

十47．el　126．〇

十50．0　．88．〇

十10．5166．5

一　17．or　l　170．0

一　L）O．O［　186．0

十37．OI　240．0

十50．01　88．0

－61．り工2，｝．0

十20．01　104．0

十2．5F　8LO

十35．e51　143・O

十11．0

‡ll：器影流

欄
1：S：：

享ll：1

‡餐：l

　　Gem一一　7．O

　　　inids
十：！・6，51　il

※　同一流星については研究出來てるない・

　　（2．）流星の出現欺況

　　　　A．獅子座流星群

　筆者及原田，季林の三二に依って，僅かではあるが観測七二

た・追々極大期の回脈が近づくが，1929年度の出現は例年より

別に多くの出現はなかつtこ・次に其概略を示す・
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・附1，　　一

親 測 時 問 観測者 ：観測撒 獅子
ﾀ群へ

同一時間
均

天氣 雲量 其 他

ユ2 41】15111＿5h　15nユ （Ko） 11 5 5．0 上 4

〃 1 40 ＿2 40 （H：a） 0 0 0 ド 7

14 ／ 0 一5 0 （1｛a） 22 5 ユ．3 上 0

’ク 3 ⊥5 一5 15 （Ko） 19 6 3．o 上 1

〃 3 ！5 一5 15 （Hi）　　　1 ／6 5 2・5 上 1

　一計21個の獅子座群の流星を光度別にすれば，

　負1等一1個，　0等一1イ固，　1等一2i固，　2等一6イ固，　3等一2｛固，　4等一7個，

　　5等一2個．

こなる・これで見れば2等乃至4等のものが最多であるが，大光

度のものも含まれて居る点が注意をひく・輻射点は其欄を参照

され賢い．

　　：B・十二月の双子座流星騨

　本年度は筆者及田血忌の観測が大部分であるが個敷は38個に

上ってみる・出現の程度は去年S大差はない様であるが少しは

劣ってみる様に思はれる．極大期は13日か14日の曉らしいが確：

かでない・次に其の観測結果を各項に分って示すこごにした・

　　（D　出現程度

日　附

5
6
7
1
0
1
0
1
1
〃
1
2
〃
1
3
1
4

槻　測　時　間

Ob　30m　一　ih　or　Oln

2L）　2・5　一23　P．t．）

4　10　一4　，O，0

2　5　一　：），　20

2．Q．　20　一2：｝　or　o

21　O　一23　5
－g‘．p．　；）or　一23　35

4　O　ri　4　40

23　O　一24　0
2L）　53　一23　53

4　7　pm　5　7

槻測春

（1〈o）

（Ta）

（1〈　o）

（Ko）

（Ta）

（Na）

（Ta）

（Ko）

（Ta）

（Ta）

（1〈o）

観測撒

0
7
7
6
8
8
．
刻
2
8
7
3

1
　

1
1
　
　
　
　1
　
　
　
1

双子
座群

」
2
1
4
3
4
2
4
4
6
7

周一時問
雫　　均

O．75

2，0（［

O．75

3．20

2．00

1．　9．　2

2．00

6．CO

4．00

6．00

7．00

盤
中
上
上
上
上
上
上
上
上
上
中

雲量　　其　他

0
　
　
　
5
　
0
　

0
　
　
　
0

3
0
0
α
0
玉
0
生
0
0
2
。
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（fi）光度別の統計

鐡曲者

（Ko）

（1ia）

（Na）

合　計

％

一4

1

工

2．6

一1

1

1

2．6

1

2
1

り
の

7．9，

‘
2

9
0

炉
り
7
214

36．8

4
6
2
12

3L6

4

3

3

岬
，

3
1
4

7・・い・・

合・　計

7
7
4

1
1
38

2等及3等級のものが大部分を占めてみる・

輻射点の移動も不早早ら認められる標である・

　　C．義他の流星畔
　以上の外に認められた流旦群中主なものは一大熊ム群，双子力出漁である・後

者は十二月の初頭よU出現をはじめ，中旬に及んでみるが著しいものではない．

其他の小流星群ぽ若干槻測糾もてるるが共等は輻射駄の欄で察知dられれい・

　　　（3・）十二月十八日に出現したる大流星

　ナニ月十八日午後六時三分頃鳥取縣の沖に甚だ大なる火球が

出現し，折柄京都，大阪，二戸，津山，鹿野，尾道，二等の諸

地方から観望された・しかしこれらの地方よりの襯測報告は星

座に關する智識のあまりない方が，多かつtこため火球の實維路

・等の研究はあまり出來なかったのは遺憾であった，輻射点等は

勿論決定し得す輩に鳥取市の東北方（三四十粁の沖合？）に出現

し西北に向ってSび隠岐の嶋近傍の海上まで達した檬子がうか

がはれるにすぎない・出現の高さは恐らく百司以下であっtこら

しく漕滅点は甚だ低室の模襟である．

　すでに度々紙上に述べた事であるが，流星は恒星に回して出

現，清滅点の位置がわからねば甚だ精度の低いものこなる・こ

の度の火球でも恒星に封しての位畳を記入された方は鳥取市の

観測者・一一一名に過ぎなかった・

　（4．）11月及び12　Slの観測より得られた輻射点を次に示す事

にした．
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（5．）1929年度に於ける同一流星の同時観測よb得たる實経路
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　以上であるが略符（Ta）は田中鉄馬氏，（耳a）は原：田治太郎氏

（：Ka）は高島香島華氏，（Km）は亀井壽彦氏，（Ko）は筆者である．

（3）（4×5×6＞は基線が短かすぎた爲其結果に確實ごは云ひ難い・
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支部幹事飯　義壽

　此前お便りしてから一年宇もだちましナこ，余り逞れて濟みま

せんが，やはり簡輩に記録をまごめて御報告申し上げ隠々支部

の義務を果したいご思ひます・

　＜》　一九二八年十一月十三日，學生面舘で親睦會を開きまし

　ずこ．私の白血霊迎會の意味もあって殆ご全支部員が出席し

　「アメリカ天文憂廻り」こいった題で，色んな寓眞なざ見せ乍

　ら一時間ほざ話しましすこ・これは天界の爲めに書く様にご．

　山本先生から話せられてるるのですが多忙の爲め遅れてみて

　心苦るしく思ってゐます・爾この日は色々ご天文展覧會の打

　合せなごもしましすご・

　＜》　天：文展魔會　十一月十七日　丁度御大典奉祝の園遊會が

　伺志吐に開かれすご機會に，帝大天文毫から，寓，眞や機械なご

　を御借りして構内徳照舘の一室で開きました・飾り付は前夜

退くまで山本先生の指導の下に會員一同総がかりで，當日も
　　　　　　　　　　　　　イン
　多敷の直観者あり盛でした・贋石を初めて見て戚心して居る

　．入や，新島先生の遺品である支那式の古い天球儀を廻して見

　てるる人，同志肚囲書士出陳の天文東畑を書き留めてる入な

　ざ熱心な入が澤山居ました・來會者一同には天界の奮號を見

、本こして進呈しましたが，新入痴者も敷名あり，太陽黒点も

　澤山の入に見せる事が出土て楡快でした・

　ゆ　一九二九年一月十八日　幹事宅で親睦會を開きましナこ・

　おしるこを食べて，アメリカみやげの檜はがきや　Splender

tof　HeavenやH：immel　in　Bildや：Le　Ciel等色々な天文書

本を見てたのしい宇日を過しました・そして十九，廿・廿一

　の三日間’女學稜の校庭で蒋に女学生の爲めの襯測會を開き，

金星，オリオン星雲，等々を見せましたが天氣が余りよくな
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くて二二稜の寄宿舎生以外の來観者は稀でした・

⑨　此年は山本先生初め天文毫の人々が日蝕観測の爲永く不

在だつtz上露ってからも花山天文憂への移二等多忙であっだ

ので御越し願へなかっすこ三二：部も淋しい春ご秋を持ちましtこ

ゆ　十月廿一日　即ち花山で絡會のあっずこ翌日及び廿三日

の二日間女學校の第一講義室で専門部文藝部後援の下に，山

本先生の講演會を開きましナZ・第一日は「人生から生れた天

文學」こいふ題で，次の日は「今日の天文界」こいふ話を幻

燈を使って解り易くして下さいましtz・幹部の者は是を機曾

に新しい會員を少しは得tこいご云S、ので「同好會の宣傳ご入

管渤誘をして下さる様に」S山本先生に願って置いたのです

が，：先生がおっしゃって下さらなかったので悲観しました・

＠　親睦會　を十月廿五日に幹事宅で開き台灘族行管をしま

した・北回下線を通過けZ話，夜雫に起してもらって宿屋の

外で南の戸々を見tz話，瞭航の船中で十月十四日早朝高松沖

ご思はる＼あたりにカノ1プnを見ずこ話なざして，エハガキ

を見ナこり，文旦を食べtl　bして遊びました・カノ1プスを内

地で見たのは此時が初めてでした・台灘で僧園の星ε一緒に

はつきり其を見てみなかったら多分うっかり見渦す所だつだ

でしょう・

＠「天丈週間」そんな振れ出しで十一月末から十二月初にか

けて校内で運動を回しました・然し，花山天：文豪見學を豫押

してゐtz日は雨でしtzし，講演會の方は本部から講師を派平

平へなかつtこので，華々しい記録は残す事が出來ませんでし

ナこが，其間毎日正午を期して太陽黒点を観測せしめ・毎夜同

じく二二舘繭の廣場で・月や星を澤山の入に見せる事が出家

ましtこ，黒点の記録も試みに別紙の機にスケッチして見まし

た・12センチのブラウニング製屈折鏡でSUII　diagonalを附け

て210倍で見たのですから三つもりで御覧下さい・一つ一つ

の愛化及相封的な位置の愛化なご；れを見ても初めての入に
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は面粘い事ご思ひます・

＜》　一九三〇年に入って一月冊一口即ち今日これから公會堂

で「天文大講演會」を催す豫定です・能田理學士に「支那古

代の天文學」こいS、お話を願ひ，山本先生には「最近の宇宙

創造論」こいふ題で御講演を願ふ豫定です．：卒業生の盗めに

は記念撮影もし・直後には學生會舘で新入會員の歓迎の意昧

も含めて親睦會食素を開きます・女盛校の部員が鯨興を考へ

てるるそうですがこんなのが出るかしらごi心しんでゐます・

晴れて居れば今夜も騨學舘前で観望會をし，明後二月二日の

日曜午后には花山天文毫の見學も計劃公表してゐます・新年

度に際して新會員も敷駿馬ましたが，隆籏竹子，湧き澱なご

いふ熱心な會員が此三月で澤山卒業して居なくなるので本欄

に淋しく思ってゐます．今後Leも本部の後援をお願ひします

（一九三〇，一，三一，正午）

＠　此ほ演支部では一般の爲めに月や黒点の潮測を公開しtz

事は屡々あるが・中學生の早めに激室に出張して黒点を見せ

fz事もあった．山本先生に習ってみるクラスでは試験の前に

なるご大恥して圖書舘へ墾考書を探しに來て色々ご質問を序

するので仕方なく皆んなを集めて「天体の類別」だこか「地

球や金星木星なごの一群を何故太陽系ざ云ふか」なごの論文

題について講演をしたりしましナこが，後で山本先生が同じ様

な事を書いた論文が多かったこ仰ってゐナこので参りました．

之は支部幹事こいふより圖書舘司書Sしての私の職務を少し

親切に果し過ぎナこ事の報告になるわけですが，私は「之を材

料にして皆愛へて書く様に」こいふ注意は勿論いたしましお．

＠　支部では最近財源を得る爲めに一つの二丁を始めました

から二二るだけ澤山の方が御利用下さい・それは山本先生の

標準天文甲子を責る事です・今新しいのは絶版になって本屋

にありませんから學生の学科書に使った古いのを買び集めて

希望者に責るのです・費る様な入はこちらかご云へば余り勉

強しなかった入ですから本は新しく奇麗で責｛買は定儂の七割

見台です・


